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日本列島に 1万3千年前頃に発生した縄文文明の特徴として、広範囲に多数点在した村聞の交流があった。本
州最北に近い今の青森市の郊外に位置し、およそ1500年間栄えた三内丸山縄文遺跡の大規模な発掘調査が行われ
ている。驚いたことに、津軽海峡を隔てた北海道の奥地東部の遠軽自滝の黒曜石が、 三内丸山遺跡から出土して
いる。両地点の直線距離は390kmあり、徒歩人力のみでの輸送は困難である。それには河川や海洋を利用した水
路による船の利用が合理的である。三内丸山遺跡周辺の標高分布をGoogleearthにより調査をし、 6000前の海
岸線の形を推察したところ、6本柱塔から僅か1.3kmに入り江の奥が位置する、青森湾の海岸線が再現された。
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1 はじめに
大きな4島を中心とする日本列島は南北に細長く、
北半球に位置し、四方を海に固まれている。五大陸か
らは海洋で離れた地理的特徴のため、およそ 1万3千
年前から独特な縄文文明が始まり、 2400年前ころまで
続いているJ)。それ以後は、縄文文明を基礎に、米作
が広域に始まることを契機とした社会化を特徴とする
弥生文明に継続した。しかし、東北および北海道の寒
冷地では、その米作が遅れ、南方に比べ遅いテンポで
歴史は進むことになった。 特に、蝦夷地(北海道)は、
大きな違いがあった。その地は、本州で弥生文明に移
行するも、なお縄文文明が継続しながら、徐々に、文
明の後退現象が起こった。その背景には、弥生文明が
金属器の生産技術の発展がありながら、蝦夷地では続
縄文の文明の継続があった2)。
日本列島における縄文文明発見の契機には、 1877年
6月19日、アメリカの生物学者エドワード ・モース
(Edward' Silvester . Morse)が、横浜から新橋に
向かう汽車の中から発見した、大森駅を過ぎてから直
ぐの員塚にあった。彼は日本政府の許可を得たうえで
DOI : 10.l5114/jcme.7.7 
9月17日に発掘調査を開始に端を発する。その大森貝
塚の調査から縄文模様の土器が多数発掘された。こう
して縄文時代の考古学研究が日本各地で開始された制。
北半球の氷河期が終わるおよそ 1万3000年前にこ
の縄文土器を作製する文明が日本列島の各地で始まっ
た。地球の温暖化は6000年前に最高に達し、陸上の氷
や雪が解け、それに伴う海面上昇により海岸線が陸域
に進んだ刷。現代に比べ縄文時代の海面上昇は最大
で2'"'-'3m高まったと考えられている。
縄文前期は、氷河期の最低気温に比べgoC、現在の
気温と比べ 1oCから 20C高い。こうして、氷河期には
なかった植生が茂り、東北および北海道の広範囲に食
糧となる栃のみなどが取れるようになった。土器はこ
うした木の実のあく抜きや魚介類の煮炊き調理に利用
された九日本の食文化の原点がこの時代に形成され
たと考えられる。
日本列島の特徴は山脈の端と海岸線との問の距離が
短く、数10mから数kmほどしかない。山から海へ流
れ込む河口に土砂が堆積し三角州となる平野が存在す
るが、列島全体の面積に比べて小さい。縄文遺跡は海
岸線に近い小高い丘の上に多く発見されているのが特





